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大きな岩 
 

校 長   川 口  孝 
 

明けましておめでとうございます。令和７年という新しい年を迎えました。本年
が充実し、生徒、保護者、地域の皆様方にとって、より良い年になりますようお祈
りいたします。年末から日本海側や東北・北海道は多くの積雪があったようですが、
九州地方南部は晴天に恵まれた年明けで、初詣等出かけられたご家庭も多かったの
ではないでしょうか。学校の門松に美術部がヘビの絵の絵馬を飾ってくれました
が、干支の乙巳（きのと・み）の年は、「再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展
していく」年になるのだそうです。たとえ失敗しても、生命力と再生力の強い巳年
なら立ち直ることができると解釈して、どんどん新しいことにチャレンジしていき
ましょう。 
 
２学期の終業式で生徒達に次の話をしました。 
“まずは今学期に学んだこと、感じたこと、考えたことをしっかりと振り返ろう。

結果や成果が現れる３学期に向けて準備を進めましょう。（中略) 現ソフトバンク
会長の孫正義氏は、「人生一回きり 自分の登りたい山を決めなさい。」99％の人が、
しっかりと腹の底から自分の登るべき山、自分の志、自分の夢を決めきれず、なん
となく人生を過ごしているということを話されています。何度くじけても、挫折し
ても、成果を掴み成功を収めたときに、人は本当の意味での喜びを感じることがで
きます。そのためにも、この冬休み中に、自分の登る山（夢や目標）を明確にしま
しょう。” 
 
クイズの時間だと言って、教授は学生に大きな壺を岩で満杯にしてこう言いまし

た。「もう満杯か？」すると学生が「はい。」と応えました。教授は「本当に？」そ
う言いながら、教壇の下から砂利を出し、バケツいっぱいの砂利を壺を揺すりなが
ら岩と岩との間に詰めました。そしてもう一度聞きました。「この壺は満杯か？」。
ある学生は「たぶん違うだろう。」それを聞き教授は笑いながら「そうだ」と答え、
砂を取り出し、砂利同様、揺すりながら砂利と岩の間に詰めていきました。教授か
ら３度目の質問です。「この壺はこれで満杯になったか？」学生は声を揃えて「い
や」と答えました。教授は水差しを取り出し、壺の縁までなみなみと水を注ぎ込み
ました。 
 
教授の言いたかったことは何でしょう。教授は学生に「大きな岩を先に入れない

限り、それが入る余地はその後二度とないということだ。」と話します。みなさん
にとって大きな岩とは何でしょう。壺の容積を自分の人生の持ち時間だと考える
と、誰もが限られた時間しか持っていません。したがって、自分にとって大事では
ないもので時間を埋めていくと、自分にとって大事なものに割くべき時間を失って
しまう。大事なものを手に入れることができないまま人生を終えてしまうことにな
ります。人は、ついつい、好きなことを優先し、するべきことを後回しにしてしま
い、その結果、時間が無くなり、終いには、焦って途方に暮れることがあります。
登る山を決めたら、そこに向けてどうすべきかしっかりと計画をたて、行動に優先
順位を決めて実行していきましょう。 
 

学校教育目標  主体的に行動し，心豊かでたくましい生徒の育成 

 

－夢に挑戦 

 積小為大－ 

 

坂元中学校ホームページ http://keinet.com/sakamoc/index.htm でご覧ください。 

 

スクールカウンセラー（SC）来校予定日 
※ 相談希望の方は，事前に学校（220-5661）まで御連絡ください。 
文科省 SC（中川先生）(13:30～16:30)・・・１/１６(木)、２４(金) 

受賞・入賞関係     (敬称略） 

第７２回県理科研究記録展 入選：新名主（１年） 

第２６回南九州市かわなべ青の俳句大会 特選：平原(３年)、田代(２年)、柳生(１年)、本村(１年) 入選：５人  

第７５回県図画作品展 特選：沖(３年) 入選：上園(２年)、中馬（１年） 

第５１回鹿児島県吹奏楽ソロコンテスト 金賞：佐々木(3年) 

第 51回鹿児島県吹奏楽アンサンブルコンテスト  金賞：坂元中吹奏楽部金管八重奏 

第 1回シングルスリーグ卓球大会 パート優勝：塩福(１年) 

 
 

 
 

 

 令和 7年(巳年)を迎える立派な門松が完成しました！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

父親セミナーの方々を中心に、ＰＴＡ執行部、部活動生と職員で、正門前に門松を製作

しました。12 月８日(日)に坂元小、坂元台小、坂元中のＰＴＡと父親セミナー、そして地

域の有志の方々とで取ってきた竹を加工し、最後に、美術部が作成してくれた蛇(巳年にち

なんで)を飾り付け、立派な門松が完成しました。高さ３メートル超というサイズもさるこ

とながら、飾りつけも華やかで、一年の幸福をもたらしてくれる神様が、思わず立ち寄り

たくなる門松が完成しました。皆様、ありがとうございました。 

 

<校訓> 

自 主 

友 愛 

練 磨 

勤 労 

鹿児島市立坂元中学校  学校だより 

 

１月号 令和７年１月８日発行 

 

HP の 2 次元コード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性に関する健康教室 

鹿児島大学から、井上教授と

大学院生 7人を講師に招いて、

全学年で実施しました。どの学

年も真剣に講師の話を聴き、講

師の問いかけにも積極的に答

えていました。 

 

 

 

 

 

 

 

ストレスマネジメント教室 

講師に臨床心理士の甲斐先

生を招いて、３年生に実施しま

した。３年生は昨年度からスト

レスマネジメントに取り組ん

でいるため、講師からの指示に

もすぐに反応していました。 

ＰＴＡ廃油リサイクル・資源リサイクル 

廃油回収と 12月 9日から

呼び掛けていたリサイクル

品のトラックへの積み込み

を行いました。事業研修部と

執行部の皆様、朝早くからあ

りがとうございました。 

12月 14日(土) 

12月 5日(木) 12月 14日(土) 12月 11日(水) 

http://keinet.com/sakamoc/index.htm

